
ス

ス

INTRO BIOPHARM



ナイアシン とは？ とは？ナド

細胞代謝ネットワークの核心分子

NAD+（ナド）は、すべての生きた細胞に存在する補酵素であり、
細胞代謝とエネルギー産生に必須です。

サーチュイン（SIRT）活性化による
老化調節/長寿遺伝子・細胞保護

細胞エネルギー（ATP）産生および代謝改善 
ミトコンドリア活性化による活力増進

脳機能向上および神経保護効果 血流改善および皮膚の活力向上

免疫機能強化および炎症の減少 筋力向上およびサルコペニア改善

DNA損傷の修復および再生 不眠改善および疲労回復
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末梢血管を拡張し、血液循環（血流）を促進します。

これにより、耳鳴り、難聴、メニエール症候群、四肢冷感、手足のしびれなどの
末梢循環障害をもつ患者様の症状改善が期待できます。

末梢血管拡張作用の機序

血管拡張 血管拡張 血管拡張

NIACINは、アラキドン酸の活性化を通じてPGD₂およびPGE₂を増加させ、末梢血管を拡張します。

この血管拡張は非アレルギー反応であり、安全です。

耳鳴り メニエール
症候群

*ナイアシンを静脈注射で25mgから100mgまで1日5mgずつ増量投与（約2週間）、継続治療のために錠剤を1日2回、2錠ずつ（計400mg/日）食前投与。
†ナイアシンを静脈注射25～35mgで開始し、その後5mgずつ増量して毎日または隔日で計6～8回投与（通常50mg、一部75mg以上）。

静脈注射期間中に経口投与を追加。

ナイアシンと片頭痛の関連性調査において、1日あたりのナイアシン補充量が1mg増加するごとに片頭痛が2.5%減少²⁰

抗炎症および抗酸化作用が期待できます。

これは、口内炎、舌炎、皮膚炎などの患者様の治療および回復に役立ちます。

抗炎症作用の機序

抗炎症効果 抗酸化効果

NIACINは、細胞のGPR109A（HCA2）受容体を介して様々な組織で多面発現効果（または 多面的作用）を示します。

1. Niacinは、NF-κBの活性を抑制し、炎症性サイトカイン（IL-1β、IL-6、TNF-α）の産生を
　減少させることができます。これにより、全身の炎症が改善されます。

2. Niacinは、Nrf2の活性を増加させ、酸化ストレス（炎症の主な原因）を相殺し、炎症シグナル伝達経路を
　抑制して炎症マーカーの数値を減少させることができます。
　これにより、抗酸化防御が高まり、血管内皮機能が改善されます。

内皮機能
炎症マーカー
数値

（高感度CRP）

代謝症候群（メタボリックシンドローム）患者（n=50）において、炎症マーカーである高感度C反応性タンパク質（hs-CRP）20%減少、
内皮機能22%改善、頸動脈内膜中膜厚の減少、HDL 24%増加、LDL 17%減少、中性脂肪減少。



筋力向上およびサルコペニア改善に寄与します。

筋肉NAD˖
増加

肩と肘の
筋力増加

全血NAD˖
増加

腹部筋肉
増加

成人ミトコンドリアミオパチー患者において、筋肉NAD˖ 2.3倍増加、血液NAD˖ 8.2倍増加、
腹部筋肉10倍増加、背部の筋肉2倍増加、肩と肘の屈曲筋力（上肢）が2.5倍増加しました。

がん患者の予後に良い影響を与える可能性があります。

・NHANESコホート（平均15年追跡）、がん患者の
　ナイアシン摂取と死亡率の関連性調査（n=3,504）において、
　食事からのナイアシン摂取量が多いがん患者では、
　がん関連の死亡リスクが低いことが示されました。

疫学研究において、食事からのNIACIN摂取が多いがん患者は長期生存に有利な傾向を示し、
NIACINとNAD˖代謝、がんの予後との間に肯定的な関連性が観察されました。

全身の代謝機能（体内のエネルギー代謝と循環）の向上に寄与します。
これは各種疾患の改善および免疫力増進に役立つ可能性があります。

脳・神経系
認知、感覚、運動機能の改善

血管系
内皮機能の改善

肝臓
糖新生、脂質代謝の促進

膵臓
インスリン分泌の促進

生殖器官
生殖能力の改善

目
網膜神経節細胞の保護
涙液分泌の増加

心臓
心臓保護

筋肉
インスリン感受性
脂肪酸酸化

リンパ組織
免疫調節、抗炎症

腎臓
腎臓保護

脂肪組織
脂肪代謝の調節

NAD 増加+

全身の代謝機能向上


